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印
西
市
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
中
心
に
都
市
化
・
人
口
増
加

が
進
む
一
方
で
、
緩
や
か
な
丘
陵

に
谷
津
田
が
広
が
る
農
住
調
和
の

未
来
型
都
市
で
す
。

　
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
農
地
を

背
景
に
、
野
菜
・
果
実
な
ど
多
様

な
農
産
物
が
一
年
を
通
し
て
生
産

さ
れ
、
特
に
米
は
、
旧
印
旛
村
・

旧
本
埜
村
と
の
合
併
に
よ
り
県
内

で
も
有
数
の
産
地
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
で
は
地
域
の
農
業
振

興
と
、
市
民
メ
リ
ッ
ト
の
向
上
に

向
け
て
、
地
域
の
農
産
物
を
地
域

で
も
っ
と
消
費
し
て
も
ら
う
と
い

う
「
地
産
地
消
」
の
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
こ

の
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
旬
の

新
鮮
な
地
場
農
産
物
を
使
っ
た
料

理
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

地
産
地
消
に
つ
い
て
市
民
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4

28

時
。

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■内 
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
参
加

し
て
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
し
ま
す
。

　
基
調
講
演
で
は
、
千
葉
県
出
身

の
著
名
な
野
菜
ソ
ム
リ
エ
・
高
原

和
江
氏
を
招
い
て
、
印
西
市
の
食

材
の
豊
か
さ
、
食
の
大
切
さ
、
楽

し
さ
に
つ
い
て
、
自
ら
の
活
動
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
地
域
の
農
家
の
み
な
さ
ん
や
給

食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
に
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
毎
日
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
す
。

　
後
半
に
は
、
チ
ー
バ
く
ん
と
一

緒
に
、
地
産
地
消
に
関
す
る
ク
イ

ズ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
正
解
者

の
上
位
の
人
に
は
、
市
内
の
ケ
ー

キ
店
特
製
の
米
粉
ス
イ
ー
ツ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■申 
不
要
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

4
～
3
7
6
）。

人口
男
女
世帯

……
……
……
……

９１，２３９
４５，３９９
４５，８４０
３３，４１２

人
人
人
世帯

（
（
（
（

－　４１
－　３３
－　８
－　７

）
）
）
）

－平成２４年１月１日現在－
（　）内は前月との比較

No．703
平成2４年（201２）

１月１５日号

　千葉ニュータウン事業の進展に伴い、平
成23年12月26日から牧の原駅北側の区
域（千葉ニュータウン21住区）の一部が
「牧の原一丁目～四丁目・六丁目および牧の
台一丁目」という新しい住所の表示となりま
した（牧の原五丁目については、平成22年
12月に表示）。
　新しい住所表示については、印西市住所
表示審議会からの答申を踏まえ、12月の定
例市議会で議決を経て、決定したものです。

　なお、今回の住所表示に伴い、市が設置し
ている下表の施設について、位置の表示を
変更します。

■問 総務課総務法規班（緯内線436・437）。

【
総
合
】

〈
女
子
〉

①
高
花
小
A
②
原
山
小
A
③
木
刈
小

A
④
滝
野
小
A
⑤
西
の
原
小
A
⑥
小

倉
台
小
A
⑦
内
野
小
A
⑧
い
に
は
野

小
A

〈
男
子
〉

①
滝
野
小
A
②
い
に
は
野
小
A
③
小

倉
台
小
A
④
小
林
小
A
⑤
木
刈
小
A

⑥
原
小
A
⑦
内
野
小
A
⑧
小
倉
台
小

B【区
間
賞
】

〈
女
子
〉

▼
1
区
…
鈴
木
侑
紀
乃
（
高
花
小

A
）

▼
2
区
…
時
田
琉
梨
夏
（
木
刈
小

A
）

▼
3
区
…
中
川
瑞
貴
（
高
花
小
A
）

▼
4
区
…
野
中
利
悦
（
原
山
小
A
）

▼
5
区
…
蒲
生
華
蓮
（
高
花
小
A
）

〈
男
子
〉

▼
1
区
…
木
村
隼
人
（
滝
野
小
A
）

▼
2
区
…
菅
原
雄
人
（
い
に
は
野
小

A
）

▼
3
区
…
濱
川
麗
生
（
い
に
は
野
小

A
）

▼
4
区
…
水
原
理
玖
（
滝
野
小
A
）

▼
5
区
…
山
内
裕
也
（
小
林
小
A
）

【
チ
ー
ム
敢
闘
賞
】

〈
女
子
〉
六
合
小
A

〈
男
子
〉
小
林
小
A

　
去
る
　
月
　
日
に
、
松
山
下
公
園

11

29

内
で
「
第
6
回
印
西
小
学
校
駅
伝
競

走
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
各
学
校
の
「
の
ぼ
り
」

が
数
多
く
立
ち
並
び
、
保
護
者
や
応

援
児
童
が
大
き
な
声
援
を
送
る
中
、

過
去
最
多
と
な
る
女
子
　
チ
ー
ム
、

32

男
子
　
チ
ー
ム
が
参
加
。
白
熱
し
た

34

レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
順
天
堂
大
学
陸
上
競
技

部
男
子
長
距
離
選
手
三
人
が
伴
走
役

と
し
て
参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
敬
称
略
―

第
6
回
印
西
小
学
校
駅
伝
競
走
大

 第
6
回
印
西
小
学
校
駅
伝
競
走
大
会会

 沸
き
立
つ
熱
気
の
中

　
　
各
校
ラ
ン
ナ
ー
が
力
走

滑
応
援
と
歓
声
の
中
、
ス
タ
ー
ト

を
切
る
各
校
選
手
た
ち
。
後
方
に

は
三
人
の
順
天
堂
大
学
陸
上
競
技

部
男
子
長
距
離
選
手
の
姿
も

葛松山下公園内に設けられたコース
を力走する選手たちの姿。激しい順
位争いが何度も繰り広げられました

「牧の原一丁目～四丁目・六丁目および牧の台一丁目」が
新たな住所表示として決定

変更後変更前

印西市牧の原
一丁目2番地

印西牧の原駅
北口自転車駐車場

（印西市草深2193番地６）
印西市牧の原
二丁目5番地

牧の原学校給食センター
（印西市別所71番地1）

牧の原二丁牧の原二丁目目

牧の原三丁牧の原三丁目目

牧の原四丁牧の原四丁目目

牧の台一丁牧の台一丁目目

牧の原一丁牧の原一丁目目

牧の原六丁牧の原六丁目目

牧の原五丁牧の原五丁目目 滝野地区

今後、住所の今後、住所の表表
示を予定して示を予定していい
る区る区域域

印西牧の原駅

印旛明誠高校

印西市地産地消シンポジウム
～地域の豊かな食材をみんなの楽しい食卓へ～

▲高原和江氏

▲葛印西産の野菜
の魅力を紹介しま
す（写真はイメー
ジです）

▲全参加校は２０校。選手宣誓は
木刈小が代表で実施

平成22年12平成22年12月月
に住所の表示に住所の表示をを
行った区行った区域域



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
。

■問 
学
務
課
学
務
班
（
緯
内
線
5
2

2
）。

障
害
者
就
労
支
援
相
談
員

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
職

業
的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
就
労

に
関
す
る
相
談
や
必
要
な
情
報
の
提

供
、
就
労
活
動
な
ど
の
お
手
伝
い
を

行
う
「
障
害
者
就
労
支
援
相
談
員
」

を
募
集
し
ま
す
。

胸
募
集
人
員
…
1
人
（
非
常
勤
特
別

職
の
職
員
）。

胸
任
期
1
年
…
平
成
　
年
4
月
1
日

24

～
平
成
　
年
3
月
　
日
。

25

31

胸
応
募
資
格
…
障
が
い
者
の
就
労
支

援
に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
人
で
普

通
自
動
車
第
1
種
免
許
所
持
者
。

胸
勤
務
場
所
…
社
会
福
祉
課
。

胸
主
な
業
務
…
次
の
と
お
り
。

煙
障
が
い
の
あ
る
人
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
の
相
談
。

煙
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
社
会
福
祉
施
設
、

特
別
支
援
学
校
な
ど
と
の
連
携
。

煙
就
労
希
望
者
、
就
労
者
と
企
業
等

と
の
連
絡
調
整
（
訪
問
同
行
な
ど
）。

胸
勤
務
条
件
…
報
酬
月
額
　
万
円

12

（
通
勤
手
当
を
含
む
）・
週
4
日
以
内

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
週
　
時
28

間
以
内
。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
、
市
販
の
履

10

歴
書
（
自
署
・
写
真
張
り
付
け
）
に

免
許
証
の
写
し
、
各
種
国
家
資
格

証
・
認
定
資
格
証
の
写
し
、「
障
が
い

者
の
就
労
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚
以
内

の
小
論
文
を
添
え
て
、
社
会
福
祉
課

窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
、
持
参
の

任
期
付
職
員
の
登
録
選
考

　
市
で
は
、
4
月
か
ら
市
役
所
や
市

の
出
先
機
関
で
勤
務
し
て
い
た
だ
く

職
種
の
任
期
付
職
員
の
登
録
選
考
を

実
施
し
ま
す
。

　
合
格
者
は
任
期
付
職
員
登
録
者
名

簿
に
登
録
し
、
必
要
に
よ
り
任
期
付

職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。
登
録
期

間
は
平
成
　
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

24

　
年
3
月
　
日
ま
で
。
た
だ
し
名
簿

25

31

に
登
録
さ
れ
て
も
、
採
用
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

胸
募
集
職
種
…
次
の
と
お
り
。

煙
看
護
支
援
専
門
員
…
若
干
名
。

煙
保
育
士
…
5
人
程
度
。

煙
栄
養
士
…
若
干
名
。

胸
応
募
資
格
…
次
の
と
お
り
。

煙
地
方
公
務
員
法
第
　
条
に
定
め
る

16

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人
。

煙
各
職
種
に
お
い
て
資
格
を
有
す
る

こ
と
。

煙
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し

て
い
る
人
。

※
業
務
内
容
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
任
期
付
職
員
採
用
選
考

案
内
」を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課

人
事
職
員
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■申 
1
月
　
日
俄
か
ら
1
月
　
日
牙
ま

16

26

で
に
、
印
西
市
任
期
付
職
員
採
用
選

考
申
込
書
（
必
要
事
項
を
記
入
し
写

真
張
り
付
け
）
を
左
記
へ
提
出
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
、
持
参

の
場
合
は
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
）。

※
採
用
選
考
案
内
は
、
左
記
ま
た
は

各
支
所
・
出
張
所
で
1
月
　
日
俄
か

16

ら
配
布
（
休
日
、
休
館
日
を
除
く
）。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
4
3
3
）。　

幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
の

非
常
勤
職
員
（
登
録
制
）

胸
募
集
職
種
…
次
の
と
お
り
。

煙
少
人
数
学
習
指
導
員
…
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
複
数
の
教
師
が
協

力
し
て
教
育
指
導
に
あ
た
る
）
や
少

人
数
指
導
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導

に
当
た
り
ま
す
（
要
教
員
免
許
・
時

給
1
街
2
1
0
円
）。

煙
通
常
学
級
指
導
員
…
通
常
学
級
で

担
任
と
協
力
し
個
別
指
導
に
当
た
り

ま
す
（
要
教
員
免
許
・
時
給
1
街
2

1
0
円
）。

煙
特
別
支
援
学
級
介
助
員
…
特
別
支

援
学
級
で
担
任
と
協
力
し
個
別
の
支

援
に
当
た
り
ま
す
（
時
給
1
街
2
1

0
円
）。

煙
幼
稚
園
補
助
教
諭
…
担
任
と
協
力

し
園
児
の
指
導
に
当
た
り
ま
す
（
要

幼
稚
園
教
諭
免
許
・
時
給
9
1
0
円

～
）。

煙
日
本
語
指
導
員
…
帰
国
子
女
な
ど
、

日
本
語
が
不
得
意
な
児
童
生
徒
の
指

導
に
当
た
り
ま
す
（
外
国
語
が
話
せ

る
こ
と
・
時
給
9
1
0
円
～
）。

煙
学
校
図
書
館
司
書
…
学
校
図
書
館

の
整
備
や
児
童
生
徒
の
読
書
活
動
推

進
に
関
す
る
業
務
に
当
た
り
ま
す

（
要
司
書
資
格
ま
た
は
司
書
教
諭
の

資
格
・
時
給
8
3
0
円
～
）。

平成２４年（２０１２）１月１５日号（２）

場
合
は
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）。

※
後
日
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

胸
選
考
結
果
…
後
日
通
知
し
ま
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
2
6
8
）。

第
2
次
印
西
市
ご
み
減
量
計
画

（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
公
募

　
市
で
は
、
ご
み
の
さ
ら
な
る
減
量

化
・
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
第

2
次
印
西
市
ご
み
減
量
計
画
（
計
画

期
間
は
平
成
　
年
度
～
平
成
　
年

24

32

度
）
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
市
民
意
見
公
募
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

胸
意
見
公
募
の
期
間
…
1
月
　
日
俄

16

～
　
日
峨
。

31
胸
素
案
の
公
表
…
市
役
所
、
各
支

所
・
出
張
所
・
公
民
館
・
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■対 
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

の
人
。

胸
意
見
の
提
出
方
法
…
1
月
　
日
峨

31

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
任
意
様

式
に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入

し
、
左
記
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
氏
名
・
連
絡
先
な
ど
が
記
入

し
て
い
な
い
も
の
は
無
効
）。

　
な
お
、
提
出
に
要
す
る
諸
費
用
は
、

提
出
者
本
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市

大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
8

1
、
3
8
2
・
胃
碓42 
7
2
4
2
・
■メール 

cle
an
k
a@
m
l.city

.in
zai.c

h
ib
a.jp

）。

第
3
回

印
旛
郡
市
民
親
善
テ
ニ
ス
大
会

■時 
3
月
4
日
蚊
、　
日
蚊
、　
日
蚊

11

18

（
予
備
日
3
月
　
日
蚊
、　
日
臥
）。

25

31

■場 
四
街
道
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

場
。

■内 
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
男
子
・
男
子
　45

歳
以
上
・
男
子
　
歳
以
上
・
一
般
女

55

子
・
女
子
　
歳
以
上
）。

45

■対 
印
旛
郡
市
に
在
住
・
在
勤
者
（
中
・

高
校
生
可
）。

■費 
1
ペ
ア
2
街
5
0
0
円
。

■他 
ド
ロ
ー
会
議
は
、
2
月
　
日
蚊
・

12

午
後
2
時
か
ら
酒
々
井
町
中
央
公
民

館
で
行
い
ま
す
（
公
開
）。

　
試
合
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

tt
p
://sp

o
rts.g

e
o
citie

s.jp
/i

n
zaitc/

）
に
掲
載
の
大
会
要
綱
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
申
込
書
（
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
、
参
加

費
を
添
え
現
金
書
留
で
2
月
5
日
蚊

（
必
着
）
ま
で
に
左
記
へ
送
付
し
て

く
だ
さ
い
（
持
参
可
）。

■問 
大
会
事
務
局
・
田
内
よ
し
子
（
〒

2
7
0
―
1
4
3
5
白
井
市
清
水
口

1
―
5
―
　
―
3
・
緯
0
4
7
―
4

11

9
2
―
2
1
0
5
）。

第
　
回
81印
旛
郡
市
駅
伝
競
走
大
会
結
果

　
去
る
　
月
4
日
、
佐
倉
市
岩
名
運

12

動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
滝
野
小
・

中
学
校
前
を
折
り
返
す
　
・
2
2
娃

35

の
コ
ー
ス
で
、
第
　
回
印
旛
郡
市
駅

81

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
印
西
市
の
代
表
は
、
左
記
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

胸
一
般
（
A
チ
ー
ム
）
の
部
…
第
2

位
。

胸
一
般
（
B
チ
ー
ム
）
の
部
…
優
勝
。

胸
中
学
校
（
A
チ
ー
ム
）
の
部
…
優

勝
（
印
西
中
学
校
）。

胸
中
学
校
（
B
チ
ー
ム
）
の
部
…
優

勝
（
印
西
中
学
校
）。

　
詳
し
く
は
、
印
西
市
体
育
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://in

zai-
taik
y
o
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パート英

2/19
（日）

　
狂
言
と
コ
ン
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
。
出
演
は
南
原
清
隆
、
野
村

万
蔵
、
佐
藤
弘
道
、
安
め
ぐ
み
ほ
か
。

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
後
3
時
開
演

19

（
開
場
は
午
後
2
時
　30

分
）。

■費 
一
般
3
街
0
0
0
円
、

子
ど
も
（
3
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
）
1
街
5
0

0
円
（
全
席
指
定
）。

※
障
害
者
割
引
は
各
料

金
か
ら
5
0
0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト

購
入
の
際
、
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ

る
確
認
が
必
要
で
す
。

※
「
い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ
」
も
し

く
は「
い
ん
ざ
い
寄
席
」

の
チ
ケ
ッ
ト
の
提
示
で
、

5
0
0
円
引
き
。

※
3
歳
未
満
の
子
の
入

場
は
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
。

現
代
狂
言
疫

狂
言
と
コ
ン
ト
が
結
婚
し
た
ら

文化ホール
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ
の
際
は
、

文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文
化
ホ
ー

ル
の
み
で
す
。

2/12
（日）

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
い
ん
ざ
い

寄
席
」。

　
今
回
は
、
林
家
木
久
扇
、
立
川
志

ら
く
、
桃
月
庵
白
酒
、
鏡
味
正
二
郎

を
迎
え
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
開
演

12

（
開
場
は
午
後
1
時
　
分
）。

30

■費 
3
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

※
シ
ル
バ
ー
割
引
（
　
歳
以
上
）・

65

障
害
者
割
引
は
料
金
か
ら
5
0
0
円

引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
保
険

証
な
ど
の
年
齢
が
分
か
る
証
明
書
類

ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確

認
が
必
要
で
す
。

※
「
い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ
」、「
現

代
狂
言
疫
」
い
ず
れ
か
の
チ
ケ
ッ
ト

の
提
示
で
、
5
0
0
円
引
き
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。

い
ん
ざ
い
寄
席

　
平
成
7
年
1
月
　
日
に
発

17

生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
機
に
、
毎
年
1
月
　
日
を

17

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」、
1
月
　
日
～
1
月
　

15

21

日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
と
し
、
広
く
国
民

が
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
自
主

的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
の

認
識
を
深
め
る
と
共
に
災
害

へ
の
備
え
の
充
実
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
族
み
ん

な
で
地
震
へ
の
備
え
・
心
構

え
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線

4
5
4
）。

防災と
ボランティア週間

募
集

ス
ポ
ー
ツ
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

し
た
。
印
西
市
へ
申
請
さ
れ
な
い
人

は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
き
、

返
送
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
・
2
4
8
）。

印
西
、福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ェ
ス
タ

　
印
西
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ

ス
タ
（
千
葉
県
福
祉
・
介
護
人
材
確

保
対
策
事
業
）
を
次
の
と
お
り
開
催
。

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

25

10

6
時
（
入
場
料
無
料
）。

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
モ
ー
ル
棟
）。

■内 
茨
地
域
福
祉
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

（
午
前
　
時
～
午
後
6
時
）。

10

芋
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ど
う
つ
く

る
？
印
西
の
福
祉
と
地
域
」（
午
後

1
時
　
分
～
5
時
）。

30

噛
主
題
講
演
…
新
藤
宗
幸
氏
（
分
権

型
政
策
制
度
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）。

※
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

市
民
が
つ
く
る
こ
れ
か
ら
の
印
西
地

域
の
福
祉
と
、
そ
の
た
め
の
人
材
育

（３）平成２４年（２０１２）１月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

時
～
午
後
4
時
（
最
終
日
は
3
時
　30

分
ま
で
）。

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■問 
印
西
市
書
道
協
会
・
富
澤
（
緯
碓42 

6
1
6
9
）。

怯
草
深
の
森
の
手
入
れ
と
冬
の

森
の
観
察
会

　
ラ
ー
バ
ン
千
葉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

い
ん
ざ
い
子
ど
も
劇
場
が
共
催
で
、

森
の
手
入
れ
と
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

29

10

2
時
（
集
合
は
午
前
9
時
　
分
に
、

50

草
深
の
森
駐
車
場
）。

■内 
手
入
れ
作
業
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
焼
き

や
森
の
観
察
会
な
ど
。
■定 
　
人
。

50

■費 
3
0
0
円
（
子
ど
も
無
料
）。

※
昼
食
に
、
温
か
い
お
汁
と
お
に
ぎ

り
を
提
供
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ー
バ
ン
千
葉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
緯
／
胃
碓42 
4
1
4
3
・

■メール in
fo
@
rcn
-fo
ru
m
.o
rg

）。

怯
印
西
B
A
N
D
 S
T
O
C
K

新
春
ラ
イ
ブ
2
0
1
2
　
イ
オ

in

ン
ホ
ー
ル

　
地
元
音
楽
グ
ル
ー
プ
　
組
に
よ
る

12

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
正
午
～
午
後
5
時

29

（
予
定
）。

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
モ
ー
ル
棟
）。

■問 
実
行
委
員
会
・
と
り
だ
ま
り
（
■携 

0
9
0
―
6
5
5
8
―
7
6
8
2
）。

怯
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
母
乳
育

児
支
援
講
座
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ

ザ
ー
の
母
乳
育
児
」

　
働
く
マ
マ
の
た
め
の
母
乳
育
児
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

■時 
2
月
1
日
我
・
午
前
　
時
　
分
～

10

30

正
午
。

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
モ
ー
ル
棟
）。

噛
講
師
…
中
澤
淳
子
助
産
師
ほ
か
。

■対 
妊
婦
、
育
児
中
の
マ
マ
と
赤
ち
ゃ

ん
、
そ
の
ご
家
族
。
■費 
無
料
。

■問 
安
藤
（
緯
碓47 
0
5
1
6
・
■メール lact

in
aclu
b
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

怯
児
童
文
学
者
 浜
田
桂
子
氏
講

演
会
「
絵
本
で
平
和
を
伝
え
る

と
い
う
こ
と
～
中
国
・
韓
国
の

絵
本
作
家
と
心
を
重
ね
て
～
」

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

21

30

3
時
　
分
。

30

■場 
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
（
原
山
）。

■問 
印
西
市
子
ど
も
の
文
化
連
絡
会
・

中
村
（
緯
碓46 
1
6
2
4
）、
赤
松
（
緯

碓46 
3
4
0
2
）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
新
し
い
家
族
を
見
つ

け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

22

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
青
空
保
育
「
つ
く
し
ん
ぼ
」

体
験
会
参
加
者
募
集

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
自
然
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
光
と
風
と
土
を
感

じ
つ
つ
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

■時 
1
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
　
時

24

10

12

　
分
。

30胸
集
合
場
所
…
草
深
の
森
駐
車
場
。

■対 
平
成
　
年
4
月
時
点
で
幼
稚
園
年

24

少
年
齢
の
子
と
親
。

■費 
5
0
0
円
。

■他 
ご
飯
（
お
か
ず
は
こ
ち
ら
で
用
意

し
ま
す
）、
水
筒
、
シ
ー
ト
、
着
替
え

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
1
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
か
Ｆ

20

Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

■問 
関
口
（
緯
／
胃
碓47 
0
0
4
9
）。

怯
第
　
回
印
西
市
書
道
展
・
第
三

14

部
会
小
・
中
学
校
書
き
初
め
展

■時 
1
月
　
日
我
～
　
日
蚊
・
午
前
9

25

29

お
済
で
す
か子

ど
も
手
当
の
手
続
き

　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手

23

当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
よ
り
、　
月
か
ら
制
度
が
改
正
さ

10

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
子
ど
も
手
当

を
受
給
さ
れ
る
人
も
、
再
度
申
請
が

必
要
で
す
。

　
平
成
　
年
　
月
1
日
現
在
、
印
西

23

10

市
で
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に
該

当
し
て
い
る
人
は
、
平
成
　
年
3
月

24

　
日
ま
で
申
請
期
間
が
あ
り
ま
す
。

30　
た
だ
し
、　
月
以
降
に
新
た
に
出

10

生
・
転
入
さ
れ
た
人
は
、　
日
以
内

15

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
期

限
内
に
な
い
場
合
は
、
申
請
の
翌
月

か
ら
の
支
給
対
象
と
な
り
、
さ
か
の

ぼ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、　
月
期
印
西
市
で
の
子
ど

10

も
手
当
の
定
期
払
い
の
な
い
人
へ
ア

ン
ケ
ー
ト
葉
書
き
を
同
封
い
た
し
ま

税
金

印旛公民館中央公民館

改正後
改正前

室名改正後
改正前

室名
夜間午前・午後夜間午前・午後

２３０円1,160円1,160円第１研修室１５０円315円157円第１会議室

１８０円1,160円1,160円第２研修室１５０円315円157円第２会議室

２４０円1,160円1,160円第３研修室３１０円630円315円第３会議室

１８０円該当なし該当なし第４研修室３１０円630円315円学級講座室

４５０円1,160円1,160円和室３１０円630円315円和室

１４０円該当なし該当なし工芸室３１０円630円315円研修室

４９０円2,320円2,320円調理実習室４１０円1,312円656円調理実習室

４７０円2,320円2,320円視聴覚室６２０円1,575円787円視聴覚室

１，３６０円3,490円3,490円大会議室１５０円315円157円幼児室

１，７００円3,675円1,837円講堂

本埜公民館

改正後
改正前

室名
小林公民館

夜間午前・午後
改正後

改正前
室名

３４０円105円105円団体研修室１夜間午前・午後

３４０円105円105円団体研修室２３４０円630円315円集会室１

３４０円105円105円団体研修室３１７０円315円157円集会室２

３４０円該当なし該当なし団体研修室４１７０円315円157円集会室３

２９０円210円210円文化教養室２１０円525円262円和室１

２４０円210円210円情報学習室２１０円525円262円和室２

２９０円157円157円美術工芸室３００円735円367円工芸室

３１０円210円210円調理実習室１４４０円1,260円630円調理実習室

４１０円210円210円調理実習室２５７０円1,260円630円視聴覚室

７６０円262円262円視聴覚室２４０円315円157円遊戯室

５８０円105円105円音楽室９１０円2,310円1,155円ホール

２，０７０円525円525円多目的ホール※

※多目的ホールは半面の使用料です。そうふけ公民館

改正後
改正前

室名
夜間午前・午後

３００円630円315円会議室

３１０円630円315円研修室１

３１０円630円315円研修室２

３５０円735円367円和室

３５０円735円367円創作活動室

４５０円1,260円630円調理室

６７０円1,470円735円視聴覚室

１，２７０円2,100円1,050円多目的室

　合併に伴い、「使用料設定等に関する事務指針」に基づき、使用料
を見直しおよび時間帯の区分を廃止するため、平成24年4月予約分
より下表のとおり公民館使用料が変更となります（各種使用料は、
1時間当たりの単価です）。

確
定
申
告
書
な
ど
を
配
置

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

23

告
書
は
1
月
　
日
俄
か
ら
、
市
役
所

23

市
民
税
課
に
配
置
し
ま
す
。

　
市
内
の
各
支
所
・
出
張
所
に
も
配

置
し
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
作
成
・
印
刷

（
送
信
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■問 
市
民
税
課
市
民
税
班
（
緯
内
線
3

　昨年、12月9日

画イオンモールコ

スモス広場におい

て、印西警察署管

内の「年末年始特

別警戒出動式」を実施しました。

　式には、印西市長をはじめ管内市町長が出席

したほか、印西市防犯組合・印西市交通指導員・

市民安全パトロール隊員や近隣の防犯ボラン

ティアのみなさんおよび12台のパトロール車

両が参加し、印西警察署長の指揮の下に千葉

ニュータウン中央駅周辺のパトロールや啓発活

動を実施しました。

福
祉

成
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■申 
左
記
へ
名
前
、
所
属
な
ど
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
（
当
日
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
）。

■問 
東
京
基
督
教
大
学
・
髙
橋
伸
幸

（
緯
碓46 
1
1
3
7
・
胃
碓46 
1
2
9
2
・

■メール n
tak
a@
tci.ac.jp

）。

1
7
～
3
1
9
・
3
2
9
）。

償
却
資
産
の
申
告
は

1
月
　
日
峨
ま
で
に

31

　
償
却
資
産
（
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
用
資
産
で
、
機
械
、
備
品
な

ど
）
は
土
地
や
家
屋
と
同
様
に
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、
償
却

資
産
を
持
っ
て
い
る
人
（
個
人
・
法

人
）
は
、
資
産
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
期

限
は
1
月
　
日
峨
で
す
の
で
、
忘
れ

31

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申

告
書
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
市
内
に

償
却
資
産
を
持
っ
て
い
る
人
で
申
告

書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■問 
資
産
税
課
家
屋
班
（
緯
内
線
3
3

2
・
3
3
3
）。

 年末年始特別警戒に伴う
出動式を実施 

公民館の使用料が変更に
4月か4月からら

地域交流館の予約受付開地域交流館の予約受付開始始
　9月から改修工事のため休館している
中央駅前センターが、地域交流館として
リニューアルし4月から開館します。
　当施設を4月から利用する場合は、2
月9日牙から、申請手続きが可能となり
ますので、詳しくは下記までお問い合わ
せください。
■問 中央駅前公民館（中央公民館内・緯碓42 
2911）。



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

（
　
時
　
分
開
場
）
～
、
多
田
久
剛
氏

10

30

（
帝
京
東
京
大
学
講
師
）
に
よ
る
健

康
体
操
午
後
1
時
～
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■定 
1
0
0
人
。
■費 
無
料
。

■他 
動
き
や
す
い
服
装
で
、
運
動
靴
持

参
。

※
手
話
通
訳
あ
り
。
要
約
筆
記
通
訳

が
必
要
な
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■申 
1
月
　
日
俄
か
ら
、
電
話
、
F
A

16

X
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

明
る
い
選
挙
書
き
初
め
展

　
市
内
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん

に
、
選
挙
に
対
し
親
し
み
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
る

「
明
る
い
選
挙
書
き
初
め
」
の
入
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
我
～
2
月
7
日
峨
。

25

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
緯
内

線
4
4
2
）。

「
よ
く
わ
か
る
N
P
O
法
改
正
」

講
座

　
平
成
　
年
4
月
1
日
か
ら
、
一
部

24

改
正
さ
れ
た
N
P
O
法
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
主
な
改
正
点
は
、
活
動
分
野

の
追
加
、
認
証
制
度
の
見
直
し
な
ど

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
N
P
O
を
立
ち
上
げ
る

人
、
す
で
に
N
P
O
で
活
動
し
て
い

る
団
体
向
け
に
、「
新
N
P
O
法
」
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■時 
2
月
4
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

10

30

正
午
。

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

噛
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
（
み
う
ら
行

政
書
士
事
務
所
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

50
■申 
1
月
　
日
峨
ま
で
に
、
住
所
・
氏

31

名
・
団
体
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

た
も
の
を
、
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル

で
左
記
ま
で
。
電
話
申
し
込
み
も
可

（
先
着
順
）。　

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
5
・
胃
碓42 
7
2
4

2
・
■メール sim

in
k
atu
d
o
u
@
m
l.c

ity
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推

進
員
事
業
「
東
日
本
大
震
災
と

復
興
で
見
え
て
き
た
こ
と
」

■時 
2
月
　
日
華
・
午
後
1
時
　
分
～

11

30

3
時
。

■場 
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏

市
）。

噛
講
師
…
浅
野
幸
子
氏
（
全
国
地
域

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

70
※
託
児
あ
り
（
申
し
込
み
は
1
月
　31

日
峨
ま
で
）。　

■問 
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾

セ
ン
タ
ー
（
緯
0
4
―
7
1
4
0
―

8
6
0
2
・
胃
0
4
―
7
1
4
0
―

8
6
0
4
・
■メール k

-k
o
za@
m
z.p
r

e
f.ch
ib
a.lg
.jp

）。

女
性
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

～
も
っ
と
輝
き
た
い
貴
方
の
た

め
に
～

■時 
2
月
　
日
臥
、　
日
臥
・
い
ず
れ

18

25

も
午
後
1
時
　
分
～
4
時
　
分
。

30

30

■場 
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏

市
）。

噛
講
師
…
田
中
雅
子
氏
（
ア
サ
ー

■申 
電
話
で
①
住
所
②
氏
名
③
学
校
名

④
学
年
⑤
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
（
先
着
順
）。

■問 
教
育
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓47 
0
4
0

0
）。

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
の
行
動
に
「
あ
れ
？
」
と

思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日

本
と
他
国
で
は
、
生
活
習
慣
や
文
化

な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
在
住
の
外
国
人
と

共
に
安
心
し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ

う
、
外
国
人
を
理
解
す
る
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
2
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
3
時

17

　
分
。

30■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

■内 
市
内
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
A
L

T
（
外
国
人
英
語
講
師
）
が
、
母
国

の
生
活
や
文
化
を
英
語
で
紹
介
し
ま

す
（
通
訳
あ
り
）。
噛
講
師
…
キ

チ
ー
・
ス
ガ
イ
氏
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
出

身
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
左
記

ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
m
l.

city
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

食
育
講
演
会
と
意
見
交
換
会

　
健
康
で
豊
か
な
食
生
活
を
実
現
す

る
た
め
、
市
で
は
「
印
西
市
食
育
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
食
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
講
演
会
と
意
見
交
換
会
で

は
、
農
業
、
企
業
、
教
育
機
関
、
子

育
て
関
係
機
関
な
ど
、
多
く
の
食
育

関
係
者
と
と
も
に
、
地
域
と
し
て
ど

ん
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
を
考
え
、

連
携
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
ま
す
。

　
食
育
に
関
心
の
あ
る
人
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
2
月
8
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

45

4
時
　
分
（
受
け
付
け
1
時
　
分

30

30

～
）。

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

■定 
1
5
0
人
。

■内 
【
講
演
】「
地
域
で
す
す
め
る
食

育
活
動
～
多
職
種
の
連
携
を
力
に
し

よ
う
～
」
噛
講
師
…
酒
井
治
子
氏

（
東
京
家
政
学
院
大
学
准
教
授
）。

【
意
見
交
換
会
】
め
ざ
す
子
ど
も
の

姿
と
、
そ
の
た
め
に
私
が
で
き
る
支

援
、
環
境
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
グ

ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

■費 
無
料
。

■申 
1
月
　
日
峨
ま
で
に
電
話
で
左
記

31

ま
で
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

脳
に
効
く
講
演
会
パ
ー
ト
3

～
ス
ポ
ー
ツ
と
心
の
健
康
～

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
脳
が
働

く
健
康
体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
澤
野
大
地
選
手

（
陸
上
棒
高
跳
び
）
に
よ
る
「
ス
ポ
ー

ツ
の
力
・
生
き
る
力
」
と
題
し
た
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
蚊
・
講
演
会
午
前
　
時

12

11

第
7
回
手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根
木

名
川
圏
域
流
域
懇
談
会

印
旛
沼
部
会

　
地
域
の
意
見
を
反
映
し
た
「
川
づ

く
り
」
を
行
う
た
め
、
県
で
は
「
第

7
回
　
手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根
木
名

川
圏
域
流
域
懇
談
会
　
印
旛
沼
部

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
一
般
の
人
の

傍
聴
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■時 
1
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

25

30

3
時
　
分
。

30

■場 
千
葉
県
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉

市
）。

■内 
鹿
島
川
改
修
事
業
の
事
業
再
評
価

ほ
か
。

■問 
千
葉
県
印
旛
土
木
事
務
所
調
整
課

（
緯
0
4
3
―
4
8
3
―
1
1
4

6
）。

届
け
外
支
援
の
心

南
三
陸
町
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

中
込
多
実
子
ピ
ア
ノ
演
奏
会

　
ド
イ
ツ
を
中
心
に
活
躍
す
る
、
印

西
市
出
身
の
国
際
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

中
込
多
実
子
氏
に
よ
る
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
印
西
市
女
性
の
会
、
印
西
野
外
活

動
、
印
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
印

西
市
国
際
交
流
協
会
、
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
共
催
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
開
演

21

（
開
場
は
1
時
）。

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■費 
3
街
0
0
0
円
（
全
席
自
由
）。

■問 
南
三
陸
町
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
係
・

渡
邊
（
■携 
0
8
0
―
5
0
0
9
―
5

2
6
6
）。

テ
ィ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
）。

■対 
女
性
で
2
日
間
参
加
で
き
る
人
。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■申 
2
月
3
日
画
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
F
A
X
ま
た
は
、

メ
ー
ル
で
左
記
へ
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）。

■問 
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾

セ
ン
タ
ー
（
緯
0
4
―
7
1
4
0
―

8
6
0
2
・
胃
0
4
―
7
1
4
0
―

8
6
0
4
・
■メール k

-k
o
za@
m
z.p
r

e
f.ch
ib
a.lg
.jp

）。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
　
印
西

in

～
考
え
よ
う
、
暮
ら
し
の
安
全
・

安
心
～

知
っ
て
い
ま
す
か
？
食
品
の
表

示　
千
葉
県
の
「
消
費
者
生
活
の
安
定

と
向
上
に
向
け
た
県
民
提
案
事
業
」

と
し
て
、
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス

テ
ム
千
葉
・
印
西
セ
ン
タ
ー
が
受
託

し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

■時 
1
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
　
分
～

24

10

30

　
時
　
分
。

12

30

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

噛
講
師
…
高
田
忠
昭
氏
（
農
林
水
産

省
主
任
表
示
・
規
格
指
導
官
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■他 
筆
記
用
具
持
参
。

■申 
1
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
、
F

20

A
X
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
、
名
前
、

連
絡
先
、
子
ど
も
同
伴
の
場
合
は
子

ど
も
の
名
前
と
年
齢
を
左
記
へ
。

■問 
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千

葉
・
印
西
セ
ン
タ
ー
（
緯
0
1
2
0

―
5
8
4
―
7
4
1
※
午
前
9
時
～

午
後
3
時
・
胃
碓42 
0
9
1
4
・
■メール in

za
i-k
u
m
ik
a
tsu
@
p
a
l.o
r.j

p

）。

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

印
西
市
を
と
り
ま
く
印
旛
沼
・

手
賀
沼
の
水
質
問
題
に
つ
い
て

　
講
師
に
藤
村
葉
子
氏
（
千
葉
県
環

境
研
究
セ
ン
タ
ー
水
質
環
境
研
究
室

長
）
を
招
い
て
、
水
質
問
題
を
通
し

て
環
境
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

21

10

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

わ
く
わ
く
親
子
科
学
体
験
教
室

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

25

30

正
午
。

■場 
教
育
セ
ン
タ
ー
（
そ
う
ふ
け
ふ
れ

あ
い
の
里
内
）。

■内 
「
燃
料
電
池
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と

「
マ
イ
ナ
ス
1
6
2
度
の
不
思
議
な

世
界
」。

■対 
市
内
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
幼
児
が
含
ま
れ
て
い
て
も
可
）。

■定 
　
組
。
■費 
一
人
　
円
（
保
険
料
）。

20

50

平成２４年（２０１２）１月１５日号（４）

パート衛

講
座
・
催
し

　昨年の3月11日に発生した東日本大震災
に伴う福島第一原子力発電所の事故により、
市内においても放射線が検出されています。
　このような状況の中、放射線と食物に関す
る理解を深めていただくため、市では講師を
招き、講演会を開催します。
■時 2月5日蚊・午後1時30分～。
■場 文化ホール（大森）。
◆講師…香川靖雄氏（女子栄養大学副学長）。
■内 テーマ「放射線と食べ物」。
■定 500人（先着順）。
■費 無料。
■申 事前の申し込みは不要です。
■問 環境保全課放射線対策室（緯内線366～
368）。

講演会
「放射線と食べ物」を開催

平成22年の展示か平成22年の展示からら

　
1
月
6
日
か
ら
市
民
意
見
公
募
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
計
画
の
見

直
し
が
で
き
た
段
階
で
あ
ら
た
め
て
募
集
し
ま
す
。

■問 
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
室
（
緯
内
線
3
6
6
～
3
6
8
）。

 印
西
市
放
射
性
物
質
除
染
実
施
計
画
の
市
民
意
見
公
募
を
延
期
し
ま
す



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

胸積算線量計測結果胸
測定日・10月1日～12月15日　測定機器・DOSEi（ドーズアイ・富士電機珂製）　単位・ミリシーベルト

年間推定
積算線量

年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所年間推定

積算線量
年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所

0.329 295 0.06760  内野保育園0.133 200 0.03451  木下小学校
0.214 295 0.04562  木刈保育園0.137 200 0.03551  小林小学校
0.362 295 0.07662  高花保育園0.151 200 0.03749  大森小学校
0.179 295 0.03761  西の原保育園0.157 200 0.04051  船穂小学校
0.235 295 0.03949  もとの保育園0.855 200 0.21851 ★永治小学校
0.187 297 0.03962  山ゆり保育園0.154 200 0.04052 ★木刈小学校
0.209 294 0.04462  どんぐり保育園0.098 200 0.02551  内野小学校
0.255 295 0.03844 ★銀の鈴保育園0.114 200 0.02951  原山小学校
0.181 294 0.02947 ★原山保育園0.118 200 0.03051  小林北小学校
0.403 295 0.07152  しおん保育園0.208 200 0.05452  小倉台小学校
0.070 183 0.01642  西の原幼稚園0.191 200 0.04446  高花小学校
0.351 188 0.06937  天神幼稚園0.122 200 0.03151  西の原小学校
0.075 189 0.01948  小林天神幼稚園0.120 200 0.03050  原小学校
0.084 192 0.02250  きかり幼稚園0.157 200 0.04051 ★六合小学校
0.077 168 0.02146  しおん幼稚園0.169 200 0.04351  宗像小学校
0.108 207 0.02242  原山幼稚園0.122 200 0.03151  平賀小学校
0.184 295 0.03861  木刈学童クラブ0.278 200 0.07151 ★いには野小学校
0.266 295 0.05460 ★原山学童クラブ0.169 200 0.04351 ★本埜第一小学校
0.133 295 0.02862  木下学童クラブ0.169 200 0.04351 ★本埜第二小学校
0.145 295 0.03061  小倉台学童クラブ0.122 200 0.03151  滝野小学校
0.162 295 0.03462  西の原学童クラブ0.110 200 0.02851  印西中学校
0.128 295 0.02762  高花学童クラブ0.235 200 0.06051 ★船穂中学校
0.121 295 0.02561  内野学童クラブ0.141 200 0.03651 ★木刈中学校
0.138 295 0.02860  大森学童クラブ0.169 200 0.04452 ★小林中学校
0.118 295 0.02460  原・第２学童クラブ0.275 200 0.07051 ★原山中学校
0.080 295 0.01763  小林学童クラブ0.487 200 0.11246 西の原中学校
0.195 295 0.03350 ★いには野学童クラブ0.118 200 0.03051  印旛中学校
0.135 295 0.02861 平賀学童クラブ0.149 200 0.03851  本埜中学校
0.133 295 0.02862  滝野学童クラブ0.161 200 0.04151  滝野中学校
0.602 295 0.10451  内野第２学童クラブ0.096 197 0.02449  大森幼稚園
0.243 295 0.04757  永治学童クラブ0.078 197 0.01948  瀬戸幼稚園
0.233 295 0.04152  小林第２学童クラブ0.094 197 0.02348  もとの幼稚園
0.120 296 0.01537  クリオネクラブ0.186 295 0.03962  木下保育園

0.195 295 0.04162  大森保育園

※太字の施設の詳細は各支所・出張所、市ホームページでご確認ください。
※★印のついた施設は、機器の消し忘れがあり、24時間測定をした日があります。
測定値の詳細については、各幼稚園、保育園、小・中学校もしくは環境保全課放射線対
策室（緯内線366～368・■メール kankyouka@ml.city.inzai.chiba.jp ）にお問い合わせくださ
い。

胸測定方法…子どもと同じ程度の高さとするため、先生の腰付近のポケット、ズボンなどに
積算線量計を装着し、子どもの滞在時間を目安に測定します。
　測定時間は、保育園が午前8時30分～午後4時30分、幼稚園が午前9時～午後2時30
分、小・中学校が午前8時～午後4時30分、学童保育が午後2時30分～午後7時です。

幼稚園、保育園、小・中学校などにおける
積算放射線量の測定結果

ど
の
よ
う
に
選
別
さ
れ
、
紙
に
再
生

さ
れ
て
い
る
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

　
見
学
先
は
、
㈱
佐
久
間
印
西
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
印
西
市
松
崎

台
）
と
北
越
紀
州
製
紙
㈱
関
東
工
場

（
市
川
市
）
で
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
現
場
を
見
学
し
て
、

「
雑
が
み
」
分
別
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
バ
ス
で
移
動
中
も
ク
イ
ズ
な
ど
を

行
い
、
ご
み
問
題
や
環
境
に
つ
い
て

楽
し
く
勉
強
で
き
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
画
・
午
前
　
時
～
午
後

17

10

4
時
。

胸
集
合
場
所
…
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

に
午
前
　
時
ま
で
に
集
合
、
受
付
後

10

バ
ス
で
移
動
。

■内 
午
前
中
、
印
西
市
の
古
紙
を
選

別
・
 梱
包
 し
て
い
る
㈱
佐
久
間
印
西

こ
ん
ぽ
う

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま

す
。
　
バ
ス
で
移
動
し
、
昼
食
は
北
越
紀

州
製
紙
㈱
関
東
工
場
で
と
り
、
午
後

か
ら
古
紙
を
紙
に
再
生
し
て
い
る
現

場
を
見
学
し
ま
す
。

　
案
内
役
は
、
市
民
活
動
団
体
「
温

暖
化
防
止
印
西
」
が
務
め
ま
す
。

■対 
印
西
市
民
。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■他 
弁
当
、
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
・

10

メ
ー
ル
も
し
く
は
直
接
左
記
窓
口
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
・
■メール cle

an
k

a
@
m
l.c
ity
.in
za
i.c
h
ib
a
.j

p

）。

　
な
お
、
委
員
長
に
は
上
木
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

※
任
期
は
平
成
　
年
　
月
　
日
ま
で
。

27

12

25

■問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
緯
内

線
4
4
2
）。

ど
も
行
い
ま
す
。

　
蔵
書
点
検
期
間
中
は
、
市
立
図
書

館
全
館
を
休
館
す
る
た
め
、
利
用
者

の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

 外
 
が
い

 国
 
こ
く

 人
 の
た
め
の

じ
ん

 無
  料
 

む
 
り
ょ
う

 総
 
そ
う

 合
 
ご
う

 相
 
そ
う

 談
 
だ
ん

 会
 
か
い

　
 法
律
 ・

ほ
う
り
つ

 人
権
 ・

じ
ん
け
ん

 出
入
国
 ・

し
ゅ
つ
に
ゅ
う
こ
く

 ビ
ザ
 ・

び

ざ

 就
 
し
ゅ
う

 労
 
ろ

う

 問
題
 ・

も
ん
だ
い

 保
険
 ・

ほ

け

ん

 年
金
 ・

ね
ん
き
ん

 税
金
 な
ど

ぜ
い
き
ん

い
ろ
い
ろ
な
 相
談
 が
で
き
ま
す
。

そ
う
だ
ん

胸
 日
時
 …
1

に

ち

じ

 月
 　
が
つ

 日
 
に
ち

 土
 
ど

 曜
 
よ
う

 日
 ・
び

 午
 
ご

 後
 
ご

21

1
 時
 ～
4

じ

 時
 。
じ

胸
 会
 
か
い

 場
 …

じ
ょ
う

 船
橋
 

ふ
な
ば
し

 市
 
し

 中
央
 

ち
ゅ
う
お
う

 公
民
館
 （
Ｊ

こ
う
み
ん
か
ん

Ｒ
 船
橋
 

ふ
な
ば
し

 駅
 
え
き

 南
 
み
な
み

 口
 か
ら

ぐ
ち

 徒
 
と

 歩
 7
ほ

 分
 、
ふ
ん

 京
 
け
い

 成
 
せ
い

 船
橋
 

ふ
な
ば
し

 駅
 か
ら

え
き

 徒
 
と

 歩
 5
ほ

 分
 ）。

ふ
ん

胸
 申
 し
も
う

 込
 み
…

こ

 千
葉
県
 

ち

ば

け

ん

 国
際
 

こ
く
さ
い

 交
 
こ
う

 流
 
り
ゅ
う

 セ
 
せ

 ン
 
ん

 タ
 ー
（
緯
0
4
3
―
2
9
7
―

た

0
2
4
5
・
胃
0
4
3
―
2
9
7
―

2
7
5
3
・
　
 ku

b
o
@
ccb
.o
r

mail

.jp

）。

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次
期

中
間
処
理
施
設
整
備
に
関
わ
る

講
演
会
・
説
明
会

　
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
で

は
、「
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の

老
朽
化
に
伴
う
次
期
中
間
処
理
施
設

整
備
事
業
に
関
わ
る
講
演
会
を
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
（
3

29

時
間
　
分
程
度
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■内 
【
講
演
】（
仮
題
）
ご
み
処
理
施

設
の
安
全
性
と
環
境
に
つ
い
て
。

【
説
明
会
】
次
期
中
間
処
理
施
設
整

備
事
業
に
つ
い
て
。

■問 
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
・

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
技
術
班

（
緯
碓46 
2
7
3
3
）。

ご
み
は
宝
・

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会

　
み
な
さ
ん
が
出
し
て
い
る
古
紙
が

（５）平成２４年（２０１２）１月１５日号

環
境

そ
の
ほ
か

「
蔵
書
点
検
」
に
よ
る

図
書
館
の
休
館

　
印
西
市
立
図
書
館
全
館
は
、
2
月

6
日
俄
～
　
日
俄
の
8
日
間
、
蔵
書

13

点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　「
蔵
書
点
検
」
は
、
年
に
一
度
、

図
書
・
雑
誌
・
C
D
・
D
V
D
な
ど
、

現
在
約
　
万
点
あ
る
図
書
館
の
す
べ

55

て
の
資
料
を
1
点
ず
つ
点
検
す
る
作

業
で
す
。

　
こ
の
期
間
で
、
み
な
さ
ん
に
確
実

に
資
料
を
提
供
す
る
た
め
、
資
料
が

所
定
の
棚
に
あ
る
か
、
紛
失
し
て
い

な
い
か
を
確
認
し
、
書
棚
の
整
理
な

選
挙
管
理
委
員
を
選
任

　
　
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

12
次
の
4
人
が
選
挙
管
理
委
員
と
し
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

胸
委
員
…
武
井
誠
氏
、
上
木
格
氏
、

河
内
恒
明
氏
、
篠
田
有
朋
氏
。

選
挙

一部損壊の世帯の義援金配分申請につい一部損壊の世帯の義援金配分申請についてて
　東日本大震災により、住宅の一部
が損壊した世帯に対しての「千葉県
災害義援金」の配分申請について「広
報いんざい」10月15日号、11月1
日号に掲載しましたが、このたび千
葉県義援金配分委員会で金額および
申込期限が決定されましたのでお知
らせします。
　まだ、申し込みが済んでいない人
は、期日までに必要書類を添えて申
し込みください。
■対 平成23年3月11日現在に、市内
の被害を受けた家屋に住民登録があ
る世帯主。
胸支給額…1世帯15,000円。
胸申込期限…平成24年2月29日我。
胸必要書類…①千葉県災害義援金申

込書（市役所、印旛支所および本埜
支所で受領するか、ホームページか
らダウンロードしてください）。②
振込先口座の通帳の写し（世帯主と
同一名義の口座に限る）。③被害の
分かる写真または、修理の見積書・
請求書・領収書・契約書のいずれか
の写し。
胸提出先…社会福祉課。
※なお、すでに申請した人について
は、12月中に振り込みの予定でした
が、配分委員会の決定が遅れたため、
1月末の振り込みとなります。
■問 【千葉県災害義援金の申し込みに
ついて】社会福祉課厚生班（緯内線
254・255）、【り災証明について】防
災課防災班（緯内線451・452）。

　東日本大震災で、被災した地域にある下
請中小企業の迅速な再建を図るため、中小
企業庁では下記のとおり「下請中小企業震
災復興特別商談会」を開催します。 
■時 3月14日我・午後1時～5時30分。
■場 ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイン
グ（岩手県盛岡市盛岡駅前北通２－２７）。
■対 青森県、岩手県、宮城県、福島県、栃木
県、茨城県、千葉県内に工場などを有する
下請中小企業。
※申し込み方法など詳しくは、専用ホーム
ページ（http://www.zenkyo.or.jp/syodankai-
iwate/）をご覧になるか、下記へお問い合
わせください。
■問 下請中小企業震災復興特別商談会開催事
務局（苛全国中小企業取引振興協会内・緯
03―5541―6688・胃03―5541―6680・■メール 
torihikiassen@zenkyo.or.jp）。

下請中小企業震災復興特別商談会
 中小企業庁委託事業



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

平成２４年（２０１２）１月１５日号（６）

鎌
ヶ
谷
市
、
我
孫
子
市
、
遠
く

は
都
内
か
ら
来
て
い
る
人
も
お

り
、
毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
る

み
な
さ
ん
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
朝
市
の
会
場
に
な
る
小
道
は

古
い
道
ら
し
く
、
出
口
に
は
古

木
が
立
ち
、
今
で
は
珍
し
く

な
っ
た
ツ
ジ
キ
リ
（
し
め
縄
）

が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
の
両

脇
は
杉
林
の
間
に
そ
ば
畑
も
あ

り
、
朝
の
日
の
出
の
時
刻
に
は
、

朝
も
や
が
煙
り
、
北
総
台
地
の

美
し
い
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

今
も
建
設
が
進
む
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
す
ぐ
隣
に
、
ひ
っ
そ
り
と

残
る
風
景
に
さ
さ
や
か
な
感
動

を
覚
え
ま
す
。

　
空
が
白
み
は
じ
め
、
手
も
と

す
。
真
冬
の
季
節
で
も
、
朝
暗
い

中
か
ら
お
客
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
朝
市
の
発
起
人
で
、
農
業

委
員
会
委
員
で
も
あ
る
小
久
保
辰

蔵
さ
ん
に
、
朝
市
の
始
ま
る
前
の

忙
し
い
時
間
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
　「
滝
野
に
大
き
な
住
宅
地
が
開

発
さ
れ
、
移
り
住
ん
で
き
た
住
民

の
み
な
さ
ん
に
新
鮮
な
野
菜
を
提

供
し
、
地
元
農
家
の
人
た
ち
と
の

交
流
の
場
を
作
り
た
い
と
い
う
思

い
で
、
近
隣
の
農
家
の
み
な
さ
ん

に
声
を
か
け
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
」
と
の
こ
と
。
お
客
さ
ん
は
市

内
は
も
と
よ
り
、
隣
の
佐
倉
市
、

 新
鮮
な
野
菜
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　
　
　
　「
本
埜
ふ
れ
あ
い
朝
市
」
を
歩
く

▲
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

が
お
店
替
わ
り
。
採

れ
た
て
の
新
鮮
な
野

菜
が
並
び
ま
す

公
園
の
芝
生
を
覆
ふ
い
ち
よ
う
の
葉
踏
み
て
た
の
し
む
幼
子
の
ご
と

西
の
原
　
　
　
新
井
　
陽
子

わ
が
街
の
家
々
増
え
て
ス
ー
パ
ー
の
開
店
日
な
り
ア
ド
バ
ル
ー
ン
三
つ

大
　
塚
　
　
　
鈴
木
　
房
子

末
枯
れ
た
る
蓮
は
そ
れ
ぞ
れ
影
ひ
き
て
坂
田
ヶ
池
に
広
く
し
づ
ま
る

小
　
林
　
　
　
小
田
川
芳
子

萩
尾
花
な
ど
草
花
を
瓶
に
さ
し
未
だ
昇
ら
ぬ
明
月
を
待
つ

高
　
花
　
　
　
鎌
田
　
妙
子

立
冬
の
間
近
き
原
の
藤
棚
に
色
深
々
と
み
ど
り
葉
茂
る

　
大
　
森
　
　
　
安
孫
子
正
子

震
災
の
記
録
を
永
久
に
去
年
今
年

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

昇
り
竜
め
き
し
噴
煙
初
浅
間

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

帰
り
花
八
十
路
の
果
て
の
誕
生
日

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

初
春
や
夢
の
か
け
ら
を
ち
り
ば
め
し

大
　
森
　
　
　
吉
田
　
弘
子

秋
の
風
吾
に
ま
つ
わ
る
落
葉
か
な

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

　
印
西
市
に
も
朝
市
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
。

　
そ
こ
は
、
国
道
4
6
4
号
を
成

田
に
向
か
い
、
北
総
浄
水
場
手
前

の
交
差
点
を
左
折
、
約
2
0
0
ｍ

右
側
に
手
作
り
の
「
本
埜
ふ
れ
あ

い
朝
市
」
の
看
板
が
あ
り
ま
す
。

う
っ
か
り
す
る
と
見
逃
し
て
し
ま

う
ほ
ど
の
手
作
り
の
看
板
で
す

（
右
下
写
真
）。

　
看
板
の
先
に
、
車
止
め
が
あ
る

杉
林
を
抜
け
る
小
道
が
見
え
て
き

ま
す
。
そ
こ
に
、
毎
週
日
曜
日
早

朝
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
　
台
ほ
ど

10

並
ん
だ
市
が
立
ち
ま
す
。
地
元
農

家
の
み
な
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
季

節
ご
と
の
野
菜
が
荷
台
に
並
び
ま

掲載情報は12月21日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
順
天
堂
大
学
は
、
1
8
3
8
年

（
江
戸
時
代
）に
医
学
塾
が
開
学
さ

れ
て
以
来
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け

継
い
で
い
る
大
学
で
す
。
さ
く
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
1
9
8
8
年

（
昭
和
　
年
）
に
習
志
野
キ
ャ

63

ン
パ
ス
の
体
育
学
部
が
移
転
し

て
誕
生
。
1
9
9
3
年
（
平
成

5
年
）
に
は
、
体
育
学
部
が
ス

ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
に
改
組
・

改
称
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
高
橋
尚
子
選
手
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
小
出
監
督
、
水
泳
の
鈴
木

大
地
選
手
、
体
操
の
冨
田
洋
之

選
手
な
ど
、
数
々
の
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
た
ち
を
輩
出
し
て
き

た
学
園
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な

雰
囲
気
な
の
だ
ろ
う
…
そ
ん
な

気
持
ち
で
、
昨
年
　
月
に
行
わ

10

れ
た
、
同
大
学
の
学
園
祭
兼

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
興
味

津
々
で
訪
れ
て
み
ま
し
た
。

　
春
に
は
か
れ
ん
な
花
を
咲
か

せ
る
で
あ
ろ
う
桜
並
木
の
坂
道

を
登
り
き
る
と
、
丘
の
上
に
建

て
ら
れ
た
学
舎
に
到
着
。
模
擬

店
の
み
そ
ピ
ー
唐
揚
げ
に
後
ろ

髪
を
引
か
れ
つ
つ
奥
へ
進
む
と
、

数
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
拠
点
が

現
れ
ま
し
た
。
砲
丸
投
げ
や
棒

高
跳
び
な
ど
の
練
習
ス
ペ
ー
ス

の
あ
る
広
い
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
、

人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
、
全
天

候
型
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
、

ラ
グ
ビ
ー
場
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
な
ど
な
ど
運
動
施
設
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
野
球
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん

に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
を
目

指
し
て
い
る
学
生
た
ち
の
同
好

会
が
あ
り
、
練
習
後
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
て
も
ら
え
る
、
と
の
情

報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
鈴
木
大
地
氏

や
冨
田
洋
之
氏
が
常
勤
の
教
員

と
し
て
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
を

担
当
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
学
生
同
士
が
サ
ポ
ー
ト
し
合

い
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

か
ら
学
ぶ
機
会
も
あ
る
な
ど
、

が
明
る
く
な
る
と
、
す
で
に
お
客

さ
ま
が
野
菜
を
入
れ
た
袋
を
手
に

手
に
持
ち
な
が
ら
、
売
り
手
の
農

家
の
み
な
さ
ん
と
談
笑
し
て
い
ま

す
。
冬
野
菜
の
大
根
、
白
菜
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
霜
で
甘
味
を
増
し

「
採
れ
た
て
は
本
当
に
お
い
し
い

よ
」
と
気
軽
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　
中
で
も
人
だ
か
り
が
で
き
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
手
作
り
の
栗
の
渋
皮
煮
、

黒
豆
煮
、
き
ゃ
ら
ぶ
き
、
み
そ

ピ
ー
ナ
ツ
な
ど
人
気
の
品
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
売
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
地
元
野
菜
満
載
の
朝
市
で
農
家

の
み
な
さ
ん
と
交
流
す
る
、
お
す

す
め
の
週
末
の
お
楽
し
み
で
す
。

日
曜
の
朝
、
ち
ょ
っ
と
早
起
き
し

て
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。　

■問 
本
埜
ふ
れ
あ
い
朝
市
・
小
久
保

（
緯
碓97 
3
9
8
7
）。

充
実
し
た
学
園
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
様
子
が
う
か
が
え
、
う

ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
・
剣
道
場
・
柔
道
場
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
な
ど
が
完
備
さ

れ
た
大
き
な
体
育
館
や
、
食
堂
や

コ
ン
ビ
ニ
が
入
る
啓
友
会
館
、
1

年
生
全
員
が
入
寮
す
る
啓
心
寮
な

ど
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
思

い
切
り
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
め
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が
、
実

力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。　

　
正
月
早
々
に
行
わ
れ
た
箱
根
駅

伝
で
は
、
シ
ー
ド
権
獲
得
の
7
位

と
大
健
闘
。
7
月
　
日
か
ら
開
幕

27

さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
順
大
出
身
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

の
活
躍
も
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

■問 
順
天
堂
大
学
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ

ス
（
緯
碓98 
1
0
0
1
）。

広報レポーター：
 中谷   久美好 （内野）
なかや く　み　こ

順天堂大学
さくらキャンパス

▲キャンパスの内部。オープン
キャンパス当日は、見学のお客さ
んがたくさん来校していました

▲滑未来のアス
リートたちがこ
こから巣立って
いきます

▲早朝6時前からたくさんの
お客さんが訪れています

広報レポーター： 宇野 　 建夫 （小倉台）
うの たてお

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

▲冷凍冷蔵庫（要相談）▲額（油絵用）▲小林中学校女子制服（夏・冬）▲炊飯器
（１千５百円）▲電子レンジ（３千円）▲鎌ヶ谷高校女子制服（要相談）▲スライ
ングラック▲買い物カート▲ヘビーキャリー▲オートマティックゲート▲液晶
テレビの台▲ガスストーブ▲衣類乾燥機▲おすわりクッション。

▲秀明八千代高校男子制服・体育用品など▲印西中女子制服・セーター・ベスト▲印
旛中制服・体操服（男子・女子）▲しおん幼稚園制服・ジャージ（男・要相談）▲電子ピ
アノ▲木刈中女子制服（夏冬上下）▲補聴器▲リカちゃん人形▲ベッド▲ノートパソ
コン▲ＭＤウオークマン▲男子ランドセル▲冷凍冷蔵庫▲電子ピアノ。
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